
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 77 星の動き 

 問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（埼玉県） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解答欄の図 



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（埼玉県） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解答は次のページ 



  

 

 

     

問 1   恒星 

 

問 2 観察 1 より，東→南→西へと動いているのがわかる。 

（「塾技 77  」より，毎日同じ時刻に見える星の位置は，1 か月に約 30˚星の日周運動の向きにず

れて見える。「塾技 77  」より，東・南・西の空の星の日周運動の向きは，太陽と同じように，

東→南→西へと動く） 

 ウ 

 

問 3（1）「塾技 77  」の図を考える。 

右の図のように，夕方西の空に見える星は太陽をはさん

で地球と反対側にある。よって，7 月 1 日の地球は太陽

をはさんでふたご座の反対側に，9 月 1 日の地球は太陽

をはさんでしし座の反対側にそれぞれ位置する。 

一方，公転の向きは，反時計回りのイとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球の公転の向き：イ 

 

（2）右の図より，おうし座とわかる。 

 

                エ 

 

問 4（1）夏至から秋分にかけては，南中高度はだんだん低くなり，昼の長さはだんだん短くなる。 

                    南中高度：低くなっていく  昼の長さ：短くなっていく 

（2）   地球が地軸を傾けたまま太陽のまわりを公転しているから。 

解 

塾技 77  補充問題 解答・解説 
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